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シュベルゲィエールの罪悪感  
有 害 豊太郎  
I  
Soyezbon pourleP臆te，   
Le plus doux de＄animaux，   
Nous pr色tant son c（別ー，Sat昏te，   
hlCOrpOranttOuSnOS mauⅩ，   
IIse fai七notre jumく∋auX；   
Au d占sert del’占pithatc，   
IIpricさdeles prophetes，  
Sur son douloureux．chamcaux；  
ntrl的uente trとs hoEln色te，  
La misare et ses tombeaux，   
Donnant pournous，加mne bete，   
Son pauvre cqrpsaux cQrbeaux；   
11traduit enlarlgue nette  
Nosinfinit由imaux，   
Ahldonnonslui，pOur Sa fete，   
La亡aSquetted’interprite！（E．167）  







〔縞〕   












という詩人のサービス精神は依然として変りないのである。   






いながら、むしろ後退りしながら、控目に自嘲さえしている。   
このような、脇へ寄りたい気持、謙遜や遠慮は、S口中ERVIELLEにおける感性  
の特徴のひとつであり、T．GREENEはこれを、《控目信仰1a mystique dela  
modestie㌢）とまで名付けた。それによると、詩人は悔悟repentirという語  
を多用するが、彼は自分に罪があると感じることがよくあり、しかもおそら  
く、その杏の奈辺にあるかも知らず漠然とそう感じているというのである。   








悔恨が立っているように突っ立っている。」6）   













J’aiseizeanS Sur工es rivi色res et autour de Notre－Dame，  
Dans b classe deJanson  
J’aid阜路peur dela vie ave亡Se3日0山i宅rS重訂r畠s   
Et ma peur mefaitsihonteque j’毎aretT10nregard  
Dans unlointain oh ne peut comparaitreleremords．  
（G．118）  
リセ・ジャンソン・ド・サイイの生徒は大人の生に不安を懐きつつ、放しれぬ  
悔恨を避けようとしている。   
また≪無実の囚人〉である詩人は、罪ありと責めるわが心を更に春め立てし  
ている：  
Tu tlaccuses de crimes  
Que tu n’as pas commis  
Pardome－tOid’阜tre homme  
Etde te voir changer，  
Pardonne－tOile somme  
De tes yeux fatigu由，  
Pardonne a cette main   
有古畳太郎   
L’angoisse de ces mots，  
Pardonne島tousles maux  
Dont s’enfle ta raison，  
Pardonne－tOiceJOur  
Entrant parla ferl色tre，  
Pardonne－tOjle doute  










IIs sortent de partout．≪Ecoute2；－fn0日Ecoutez；－mOi！》  
Et chacun voudrait en direun peu plus quel’autre．   
Ilen est quicherchent unfrとre disparu，d’autres，  
Leurma‡tresse．1eurs enfants．  
≪Je ne puis rien faire pour vou＄．》  
挙句には、≪未知の友》のひとりの懐く悔恨の念まで背負わされてしまう：  
Ily a cetinconnu quime demande pardon  






饉、「誰ともつかぬ対覇者」に対する詩人の弁解に耳を傾けてみよう：   
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Oh！je vou＄demande pardon，  
Maisえqulainsim’adre5＄昌一je．  
Quelest ce crime quim’all阜ge，  
Dont j’i訂10re m岳mele nom？  
Pourtant，d’un占1an，San＄faiblesse，  
Je ne sauraisluidire non  


















un Dieu de po邑teなのです。」4）   
「宗教教育を受けなかったので、私は神という言葉に極めて融通のきく、都  
合のいい一低気圧からマテルメ的永遠の蒼空までいとも簡単に変るような  
一 意味を与えている。しかL、それほどの意味であることは、気須台の秘密  
命令に対Lても、明かしてはいない。神が私たちを知らないのと同様に、私た  
ちも神を知っていないのだと思われることがよくある。神は私たちのうちに神  
自らを、私たちは神のうちに私たも白身を探し求めているのだ。」5）   
上に引用した、神についての辞人自身の文章は、前者が、1937年La Fable   
有吉悪太郎  g8   
du Mondeが発表された時のものであり、後者は1960年．N．R．F．詰のSupER  
VI礼LE 追悼号6）に掲載されたNDteSから引いたものである。後者がいつ苦  
かれたか、正確な時代判定はむつかしいが、1937年以降であることは間違いな  




1925年つまり Gravitationsの年まで、神の語は作品に見あたらない。詩人  
は1919年、母に捧げたPo主mesによって、神の概念と密接に結びつくはずの、  
人間の運命の謎に直面していたのであるから、神についての言及がない事実  
は、実に驚くべきことである。   
D丘bTCad如・e＄（1922）の、ピラミッドを前にする詩人の自問：  
Pour quices roses et ces plerreS   
Quj n’ont jamais d由esp由・占7  
それと、砂漠の褒への聞い掛け：  
〔D．118）  
Ne vous verrai－ie point，丘tranges confidents，   
Grandir去1’horizondes sables du n由nt？  〔D．120）   
の中に、LECONTEDELISI，E作Po8mes barbaresのニヒリスムに近い魂の状  






J由us，pOurquOite montrersije ne crois pas encore？  
Mon regard serait－ilen avance sur mon急me？   〔G．208）  
For酔tInnocent（1930〕でも、神をその創った世界に見出そうとする詩人  
●■  
の努力は空しく終る。「地上に似るものの何も見当らぬ」ここではこ   
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Et peut－itre que Dieu partagenotrefaim  
Etque tousces vivants etce日mOrtS Surla terr  
Ne sont que des morceaux de sa grande misむe，  
Dieutou．jol∬皇appe16．Die11tOuioursappelant，  
Commele bruit confus de notre propre sang．  （F．I．17〕  
この神には神聖さが欠けている。神はかつて全能であったとしても、今はちが  
う。人間は神を涼めているが、神の方も人間を必要としている。   
LaFable血∴Mond8（1938〕にいたると、神は作品の中心として現われる。  
詩人は、Pri主reえ1’inconnuの申で、神にこう語りかけている：  
Mon Dieimolqulne Sais encore situ existes，  
Etne comprend＄paSlalmgue de tes色gliseschuchotantes，   
Je regardeles autels，1a voatede ta maison  
Comme quidit simplernent：（Voilえdu bois，dela pierre，  
Voil且des colonne＄rOmaneS，ilmanquele ne2；且cesaint  
Etau dedans cornme au dehorsily ala detresse humaine．）   
Je baisselesyeux sans pouvoir m’a，genOui11erpendantla mess  
Comme sijelai与＄e paS＄erl’orage au－dessus de ma蛤te  





こう思いたくならないだろうかと。   
これまでの作品の地下に流れていたはずのものが，どうして1g38年になっ   










の見解を明らかにするのである。この時、つまり Fable du Mondeに添える  
ようにして、先に引用した、「私はカトリソクの出ですが……」り文章をも発  
表したのである。   
しかしながら、彼が神に語りかけるのは、むしろ人間の狂気に対して、神に  
警戒心を抱かせる為なのである。Pri占re arinconnuの続きを見てみよう：  
Je voudrai＄，mOnDieu．sanSVisageet peut－etre SanS eSP丘fanCe，  
Attirer ton attention，parITlitant de ciels vagaboEldes，  
Surles hommes quin’ont plus derepos surla plan畠te．  
Ecoute－mOi，Cela presse，jls vont tous se d占courager  
Etl’on ne va plus reconnaltreles jeunes parmiles且g6s．  
Chaque mat，injls sedemazldent sila tuetie va commencer，  
Detous cat由1’onpr卓pare debizarres distributeurs  
Desar】g，deplaintes et de）armes，  
L’on se dem且nde siles b】由ne cachent pas dt軸des fusils，  
L’ame se plait dans notre corps，ne demande pas且s’enfuir  
Dans un昌clatement de bombe，  
Laisse－nOuS reSpirer encor sans songer aux nouveaux poissons，  
Laisse－nOuS rCgarder nos enfants sans penser toutle temps丸1a  
mort．  
Nous n’avons pasdu toutle c（EurauX bataille＄，auXg丘niraux・  
〔F．M．41皿43〕   
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La FableduMondeに至って、神にその存在と御業の釈明を求める時来たれ  
りと判断したとき、その決意が、自分の無神論と矛盾するものを持っているこ  
とをはっきり自覚する：  
Mon Dieu，jenecrois pas en toi，je voudrais te parler toutde  
meme  〔F．M．40〕  
この≪知らない者への祈り》は、人間が自己の未来を統御できないことを悟っ  




Homme，Sije t’aicr鮎c’est pour y voir un peu clair  
Etpour vivre danS un COrpS mOiquinlaimainnivisage  





O mon enfant，mOn Chiri，8courage de ton Dieu  
Mon fils quit’en es all占courirle monde a ma phce  




本質は同一なのである。   
しかし、芸術家の作品は一旦完成すると、作者の手を離れ、独立した生をも  
つように、宇宙はもはや神の助けを当てにしてはいない。≪神の悲しみ〉Tris－  
tesse de Dieuの原田は、「自分の作り出したものから切り離されている」1ヱ）  
ことの自覚にあり、人間に何もしてやれない自らの無力にある。奇跡はおろ  
か、人間に助言するすべも知らないのである：   
有害畳太郎  
Hommes，meS bien－aim由，jene puisrien dans vos malhe11rS，  
Je n’aipu que vo11S donner votre courage etleslarmes  
Ilfaut vous en tirer tout seuls comme des orphelins dansla．   
nelg8  〔F・M．47．8）  
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人間の勇気と涙－ そして死以外に不幸を旗める手段はないのであるから、神が  
こう哀願するのも無理はない：  
Ayez piti占de votre Dieu quin’a pas pu vous rendre heureux．  




着くことのないtOujours en voyage，14）酷連なcruel，15）罵りの言葉に辞易  
ろぎhonteux des blasph色mes，16）ポケットの中の｝｛ン切れの傍らにいるの  
でなければ、遥か遠く肢ぐ痛みを引きずっているlointainet boitant sa pei－  
ne－－－［主mDins］qu’i）soit dans votre poclle auPr由 d’Lm CrO葺ton de  












ゆきたいと思う。   
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Je ne vais pas toujours seulallfond de moi－m畠me  
Eti’entraheavec moiplus d’un gtre vivant，  
Ceux quiseront entris dans mes froides caverneS  
Sont－ils sars d’en sortir m昌me pour un moment？  
〔A．Ⅰ．75〕   
この統一への願望は、ロマン主義にはじまり、サンボリスムを通り、現代に  
至るまで、文学の大きな潮流のひとつであることは周知の事実であろう。「最  















足しない。「夢1e R芭veと夜1a Nuit は象徴となり、外観を去って本質存在  
に達せんと希う精神は、その象徴によって感覚世界の消滅を表現しようと試み   












Maintenantiln’y a plus danSla chambre que ma table allong岳e，  
me51jvre苫，meS papjers．  


















結んでいる。   
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Le temps ohnous ne pouvionsattraperlafum占e，  
Ah！c’est tout ce que nos mains sauraient saisir maintenant．  
〔A．l．37）  
A choisirilvous donne en占change  















に対して魂が感じる嫌悪として、次の詩篇にあらわれている：   
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Je suis une ame quiparle  
Ecouteヱde votre mieux．  
J’avais honte de mon corps  
Je王e亡rouvais sigrossier  
Ave亡1e＄OS etle sang  
Que souvent je raimaudit  〔A．1．31〕  
しかしながら、肉体から離れてしまった魂は、いまや、肉体がなければ自分は  
不在にほかならぬことを知る：  
Et maintenant me vojci  
Ageno11i11畠e sans genoux  
Je comprends qu’ilne me restt∋  
Que ses souvenirs良1ui  
Quivont，Viく∋nn守nt，angOiss由  
De mon absence de tさte  
A mon absence de pieds  〔A．Ⅰ．31）  
肉体〔外的宇宙〕から締め出され、いわば存在を支える骸を奪われた魂にも似  
た詩人にとって、これ以上の苦しみはない：  
Iln’est plus grande douleur  
61ue ne pas pouvoir souffrir 
Et quel’ame soit sans gite  
Devant des portes ferm昌es  （A，Ⅰ．34〕  
おそらく、このように外的宇宙の実在を奪われている者にとっての存在は不在  
であり－ ほとんど虚無であって、詩人は死に向かうだけの時間しか所有せず、  
その≪時間の馬》を養うためだけに生きている：  
Quandles chevaux du Temps s’arr芭tent a ma porte   
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J’h畠siteuTlpeu tOujours ales regarderboire  
Puisque c’estde mon sang qu’辻s6tanchcntleur soif  
Et qu’ilme fallt SOuda．inrefaire en mqidesforces  
Pour qu’un jourohviendraitl’attelageassoiff6  
Je pui＄Se¢nCOreVivre etles d畠saltirer．  〔A，I．11）  
9g  
Ⅳ  
これまでに、われわれは、二つの大きな問題を提起した。   
－まず、SupERVIELLEには、原因の分らぬ罪の意識と、捜日信仰と呼ぶべ   
きものがある。これが原罪と関わりないことは分るが、では本当は何なの   
か。   
一他方、く夢への傾向から現への回復、或い両者の反復〉のように、また   
く魂への傾向から肉体の回復〉が示す通り、外的宇宙が空虚であるようにし   
か生きることの出来ない、いわば内向的傾向から、意甜の外にあって存在を   
支えてくれる、手で掴むことの出来る外的宇宙の実在を確認したい、という   
軌きがある。  
ここで再び、罪の意乱控目の問題に戻ってみよう。その為にまず、詩篇  
Le也pis vertの粗野な顔の着たち、詩人に実存的嫌悪をもよおさせる者たち  
に注目したい：  
Etle島VOila riant  
D’un rire占pais et rance  
Qu王cherchait uneissue  
Dansleurs bouches rnauvaises．  
Jeles trouveinstal1由  
Et se mettant al’aise  
Dansle fond de mon cq≡ur，  （A．Ⅰ．130）   
100  有吉豊太郎  
詩人の手に負えない看たち、厚かましくも、詩人の心の中へ入ってきて、我が  





の冒頭から取りあげたGREENE名付くところの 《控目信仰一自らを消す秋  





に絞をしてしまう憂鬱の言訳を人の前でしたいという欲求でもある。」2）   








らば、控冒といい罪の意識といい、他処者のそれにほかならない。   
それでは一休、他処者であるとは、どういうことなのか、それを、存在を支  
えるはずの外的宇宙の空虚、等の問題とともに検討してみよう。   
SupERVIELLEにとっての外的世界り実在の空虚性は、世界とそれを表現する  
人間の言語とのあいだの関係の中でも、いわば詩的相見としての問題を惹き起  
す。Les Amis hconnusは、そのような詩篇をいくっか含んでいる。   
詩的行為とは、「隔たれるものを引き寄せること」であるが、同時にまた、  
課業世界を殺す行為でもあるのでほなかろうか：  
，．．，COmpreneZ autrement  
Tout ce q111VOuS arrive，Oubliez un oiseau．  
－MaisJe VOis de tout pr由vos pattes，VOtre bec．   
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－Sans doute pouvez－VOuS raPPrOCherles distances．  
Laissez－mOisur ma branclle et gardez vos paroles，  
Je crains votre pens昌e comme un coup de fusil．  
Mais que11e horreur cachait votre douceur obscure  
Ah！vous m’avez tu占je tombede mon arbre，  〔A．Ⅰ．12〕  
101  
同じように、世界を捉える言葉の観点からすれば、A．BEGUINが、その内容に  
拘泥Lて、不協和音の調和であると、無理な解釈を試みた3）詩篇Alter ego  
についても、言葉とは何を語ろうが、ひとの意図を裏切って別の意味しか喚起  
しないという問題を控示しているのである：  
《Quandle soleil‥．－Maisle soleilqu’enfaites－VOuS？   
Du paln POur Chaque jOur，1’angoISSe POurla nuit．  
－Quandle soleil‥．一Mais象1a fin vous taire2l－VOuS，  
C’est trop grand et troploinpourI’homme des maison．  
（A．Ⅰ．105）  
Une souris s’6chappe  
（Ce n’en6tait pas une〕  
Une femme s’占veille  
（Commentle savez－VOuS？）  〔A、LlO6〕  
ここでは、世界が空虚である以上に、言葉が世界を空虚にする。   
この章で提起した、他処者と、外的宇宙及び言葉の問題は、詩篇Les amis  
inconnusとともに章をあらためて検討L，てゆきたい。  
Y  
作品Les AmisInconnusの冒頭の同名の詩篇Les amisinconnusは、  
詩的行為に伴う、現実世界の変質について、あらかじめ自己弁護しているよう  
に思われる：  
Pardon pour vous，pardon pour eux，POurle silence   
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E七1es mot苓inconsid  
Pourles phrases venantde旭vre畠inconnues  
Quivous touchent deloin comme balles perdues，  
Et pardon pourIes fronts quisemblent oubIieux．  
この弁解の連発は一体何を意味しているのであろうか。各5行6嚇からなるこ  
の詩篇は、あらゆる存在〔未知の友〕一魚、星、鳥、兎、軋 栗鼠、雌鹿、  
簿、友、などの誕生をうたい、最後の聯で、いきなり上掲の弁解に移る。   
そしてこの5行の中で、まず一番注目に伍するのは、詩篇全体どの詩行も  
71／クサンドランであるのに対し、最終聯第二行目だけが、8普段になってい  






















らわれであるとともに、他方では、自分がひとに理解されないことを十分承知   
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したうえでの、従に独得なユーモアとも受け取れる。   
余りにも理財されることの少いとき、ひとは自分がhors－Venuであると思  
い込むであろう。Homme dela Pampaの主人公は、あの詩想〔火山〕を焼  
きつつも、南米では全く理解されないあまり、フランス凶へ渡って来たのでは  





といまen ce momentの無い生しかないが、3）二つの自己に引き裂かれるこ  
とのない「海の自己」I）がある。そしてこの海の自己こそ、いわば内的宇宙と  
いう祖国なのである。   
SupERVIEl■LEは母国語と同じ程度にスペイン語を操ることが出来たが、自己  
のidentit占が破綻をきたさぬように、決Lてスペイン語では物を書かなかっ  




Quivenait dlumSi畠cle passE  
PaT mOntS et parValユⅩdelum追re  
A travers mille obscurit丘s  （A．Ⅰ．23）  
nomme畠gar畠dansles sikles，   
Ne trouveras－tu jamais un contemporain？  （A．Ⅰ．69）  
このような存在にとって、理解し合うための言葉はあるのであろうか：  
Avez－VOuS traVerS昌1es si昌cles oules mers？  
Et nous nous parlerons dans une langue sl7re 
Quin’est paslefrancais nilanguc d’outremer． （A．Ⅰ．83）  
詩篇Le＄amisinconnusの弁解に論を戻そう。余りにも理解されることが  
なく、自分の名は自分Lか知らないならば：   
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すること自体に罪があるからである。   
しかLながら、愛されぎる多くの詩人がそうであるように、SupERVJELLEは  




I1 vous nait un poisson qui se met a touner 
Tout de suit＝e au Plus d′unelame profonde，  
詩篇末尾の弁解から、こうして再び初めに戻って読み直すとき、理解された  
い、理解されなければならない、と同時に、理解されぬであろうという相反す  
る気持ちが、inconsidir占 という形容語に別の意味を隠して一／、ることに気付  
く。   
mot8 inconsi〔旭r6s たちのひとつが、おのずから世界の奥底を漂い初め．  








VOuS nalt．‥ という非人称構文を必然させているのである。  
J】vousIlalt une如Djle all－dessus dela t飢e，   
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ElIe voudrait chanter mais ne peut faire mieux  






Ilvous nait un oiseau dansla force del’且ge，  
En pleinvol．et cachant VOtre histoire en son co2ur  
IIvole surles tx）is，Se Choisit une branche  




0血courent－il＄ainsicesl絶vres ces blettes．   
Iln’est pas de chasseur encor dansla contrie，  
Et que11e peurles hante etles fait se h急ter，  









IIvous nalt un ami，et VOil畠．qu’ilvous cherche   
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Ilne connaitra votre nom n主vos yeux  
Maisilfaudra qu’ilsoit touch占commeles autres  
Etloge dans son c偲ur d’6tranges battements  




鼓動を打ち始める。   
ここで初めて、VOuS（人称の世界）と外的世界（非人称の世界）との関係が  
間彊となる：  
Et vous，que faites－VOuS，a Visage troubl占，  
Par ces bruSqueS paSSantS，CeS b昌tes，Ces oiseaux，  
Vous quivous demandez，VOuS tOuiours sans nouveues，  
《Sije croise jamais un desamislointains  














いような両を覗かせているのが分る。われわれは、ここでまた新たな問題に直   
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面せざるを得ない。－－†それは、Pardon pour vous とは、《ひと》に対する  
















らょうど瞬間も、且つづけるうちにも。そして私がBoire良1a Source で経  
験Lたことは常に真実なのである。」（凡57〕  








く、とりわけ西洋文明が故意に失ってきた、一般的ではなくとも、極めて自然   
有吉豊太郎  18さ   
な認識のあり方なのである。   
Boire義1aSourceの例からすると、夢想一外的世界と内的世界の混融  
一隔たりの消失とは、具体的には外的宇宙の内的宇苗への侵入のことであ  
る1）。   
Les Ami5hconnusの第二章LeHors－Venuと第玉章Le Specteurと  
●● の2章は、それぞれ同名の一詩篇だけで成り、そのことによってこの2つの竜  
を浮彫りさせているが、極めて象徴的にこの作品の性格をあらわしている。そ  
れは既に他の論考で見たように、前者Le hors－Venuが、この詩人における隔  
たりの概念を云い屈しており2）、そL・T後者のLespectateurが、隔たりの消  
失、つまりタト的宇宙の内的宇宙への侵入を主たるテーマにしている点である3）。   
Le spectateurは、初めの行から、そのテ，マを暗示している：  
Jlfaisajt kau d且nSla chambre  
Plus que sur toutela terre  
Rien de ce quifaitles bois  
Le占grO七地点iles c舶Cade占  
Ne manquait entre ces murs  （Aエ83）  




るを得ない。   
続いて詩篇ほ、外的宇宙の侵入をはっきりと明示している：  
Les espaces du dehor弓  
P畠n卓traient dansla demeure  
このように、多くの場合、内的宇苗は、部屋や住居が象徴しているl）：  
Tout ce quifaitles bois，les rivieres oul’air   
A place entre ces murs quicroient fermer ma c血ambre  
〔Aエ83）   
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また、内的宇宙の中心は、SupERVIELLEの強迫観念の漉であり、その作品に最  
多出の頻度を示す心臓c〔Eurである：  
Par mes yeux bien ouverts  
Faire descendre en lui 
La surface du monde  〔Fエ16〕   




Dela femme de silence［．．．］  
Dans les Rlobes de ses yeux 
Vous supprlmie2；du regard  
Toute Ia douceur du jour 〔A．Ⅰ．64）  
●● 重要な点は、肖像画における視線の主の不思議な消失のことである：  
Vous．vous aviez disparu  
Dela m占moire des hommes  
Nelaissant derriare vous  
Que votre portrait au mur  
肖像画の人物は、風景とほとんど見分け難いほどに消失している：  
Quel’un y voit une t色te  




る。   
主体の欠如を表現する詩篇は、Le spectateurを頓にして多くなる。   
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Ma Chambreは、その名の示す通り、内的宇苗をテーマにしている詩篇を  
集めた章であると考えられるが、華中Portesでは、主体を部屋の中へ入れま  
いとしている：  
Renfermez donc cette porte 
Afin que les choses soient 
Comme sivous n’占tiez point  〔A．Ⅰ．出）  
或はまた、たとえ「私」がこの部屋の中に悟るとしても、それは、主体として  
の資格を持ってではなく、他の事物と同じように、客体としてである：  
Le robinet riait dans sa bartH bruyante，  
La corbeille a papIerSlisait des bo11tS delettres  
D色s qu’on avaitle dos tourfl丘  










となるのである：《Tiens，ily a des arbres，ily ala mer．Ily a des  
femmes．Ilen est m昌me de fort belles，‖》」（N．58）  
われわれは、この最も単純な表現n y a‥．を見落してはならない。この  
驚きは、≪私》を通してではない世界があることの驚きであり、主体〔意識〕  
の外にも世界があることの発見である。というよりは、主体の欠如によって、  
非人称の世界が見えてくることの驚きである。これこそ、政界がその間さを蛮   
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質させず、真の姿を見せる仕方なのでほた1．、であろうか5）。   
ところで、それよりも以前に比活すことのできたい肝要な点は、以上のよう  
な驚きが起るまでに、夢ばかりでなく、《記憶の悪さ甘 が関与しているという  
ことで■ある。   
われわれの前に世界が責の姿を見せてくれるのに寄与する、夢想にともなう  
主体の欠如と、記憶の悪さとは、これを統合するような別の言葉で表現するな  
らば、M印LE互U－P〔I∵TY 云うとこちの、「世界にやって来、世界をのみ込む」  
「空虚で束縛を離れた普遍的主観性」6）のことである。Les amisinconnusが非  



















●■ ●●●  
ない言葉1es motsincoTISidir由，つまり沈黙の言葉Ie silence，更：＝主体に  






ない。   
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Ⅷ  
さて、空虚で普遍的な主観を通して姿を現わす世界を、一体どのような言葉  
で捉え直せばよいのであろうか。   
主体がその言葉でもって世界に近付くならば、言葉は世界の姿を変えてしま  
う：  
C’est bien dlautreslevres，  
C’est，un autre SOurire  
Sij’approche de vous  
Ah mon regard vous change  
そのためにかえって、詩人白身、自らの資まで見失ってしまいそうになる：  
Et je me sens aussi 









11y avait autrefois del’affection，de tendres sentiments，  
C’est devenu du bois．   
Ily avajt une g工・ande polittヨSSe de par（）1朗，  
C’est du bois maintenant，des rami11es，du feuillage，   
Ily avait de jolis habits autour d’un c〔亡ur d’amoureuse   
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C’e5t devenu du bois sansintentions apparentes （A．I．116〕  
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感覚世界ならば、世界を前にしての感動を表現出来る言葉は、単純ではあって  
も巧妙な、ily a des arbres，iIy ala mer‥．だけで十分であった。しかL  
ながら魂の世界を表現しようとする言葉は、つねに一層牲界を資質させやす  
い。この詩篇では、言葉で測ることのできぬ魂の深奥は樹木になってゆく。  
Et siI’on coupe une branche et qu’cIn regardela fibre  






Ilfaut savoir芭tre un arbre durantles quatre sai50nS，  
Et regarder，pOur mieux se taire，  
Ecouterles paroles des hommes et ne jamais r阜pondre，  
Ilfaut savoir昌tre to11t entier dans une teui11e  
●■ もはや世界を捉える道具ではなくなり、謙虚になって、在る  ?????????」
???????????????????????
??????????????」???
Disparais uninstant，fais place au paysage，  
Le jardin sera beau coITlme aVantle d岳1uge，  
Sans hommes，1e cactus redevient v占g6tal，  〔A．I．149〕 
空虚で普遍的な主体によって、世界がその本来の実しい姿を見せる暗、SupER一  
●■●  




歌う場合のみである：   
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Avec un peu de feuillage et de tronc  
Tu dis sibien ce que je ne sais dire  
Qulえtout jamais je cesserais d，Ecrire  
S’11merestait tant sojtpeu deralson．  〔P．F．M．51〕  
ClaudeRoYは、その著1）の、『事物が私達に語りかける』と超する章で、  
SupERVIELLEと比較して、MERLEAU－PoxTYを喚起している。他によると、  
Gravitations が1925年刊、Le ForGatInnocentが1934年刊なのに、La  
Phtnom占nologiedeIa Perceptlonが著されるのは、やっと1g45年になって  
からであると述べ、この哲学書を解説するSimone de BEAUVOIRの決町吉  








Les AmisInconnusという作品は、これまで述べてきたことからすると、  











しろSupE尺VJELIEのもって′巨まれた、f祁勺宇宙への強い悍向性であり、一種   
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の閉所恐怖症となって常に彼を襲っている。従って、たとえ広大な空間であっ  
ても、閉じている、と詩人は云っている：  
「馬があり自由があっても、余りに馬を走らせすぎ、余りにも自由なため   
一一絶望的なまでに疾駆しても、地平線が不変不動のために、パムパは私に   
とって、牢獄の相貌を帯びていました。」5）（B．S．88〕  
Le ForcatInnocentで突き詰められた閉所への傾向は、Boire良1a Sour－  
Ceでは、未知の両親の眠る故郷を訪ね、また両大陸とその問に横たわる海を  
回想することで、自らの歴史の中で確認され、詩人は、新たに外的宇宙への出  
発を決意する。   
したがって、Le For騨tInnocentが．BoirealaSourceのあとの作品  
Les AmisInconnusと異る大きな特徴は、両作品の看板とも云える冒頭の詩  
篇の違いに象徴的に現われている。   
即ち、前に見た通りLe与amisinconnusが非人称構文で始まるのに対し、  
Le forGatはJEで始まっている。そして牡界は主観（≪内の夜》〕を通しての  
先見られるのである：  
Je ne voisplusle jour  
Qu’良travers de ma nuit  〔Fエ 9）  
そして又、違いのひとつは、「私」が外的宇宙に無知であり、外的宇宙が囚人  
である「私」の居るところまで達することがない点である：  
Je suis prisonnier  
Quine sais rien des champs  
L’占toile des prlSOnS  
Vient briser ses rayons  
Sans pouvoir me toucher，  
内的宇宙にのみ目が向いていて、いわば外に対してaveugle6）であるもの  
が、Les AmisInconnusでは、どのようにして外的宇苗に向かうかについて   










あろうか。   

















なのではない。）   
SupERVIELLEの生におけるこの括抗する動きは、≪眠り》と≪死》という二  
つの方法によって、具体的な意義をにないつつ実現される。   
つまり、≪眠り》（夢〕とは、すべての事物が詩人から余りに遠く去ってゆこ  
うとする時に、それを≪掴む≫ための方法である。（Saisir〕：   
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Viens，SOmmeil，aide－mOi，  
Tu saisiras pour moi  
Ce quele n’aipu prendre，  
Sommeilaux mains plus grar）des．  
117  
（F．Ⅰ．27）   
そLて、《死》の方法とは、死後の世界から現実世界を懐かしむことであ  
る1O）（Le regret dela Terre）：」  
Un jour，quand nous dirons：≪C’itaitle temps du．soleiI‥．  






















のだから。」5）   
118  有言農大郎  
この記憶を鈍らせ、曇らせるのが、夢想の仕業である：  
La m占rnoire dormait，ivre de r色verie  （A．Ⅰ．50）  
そしてこの夢想の中で、思出は、在った磯械仕掛のように、ひとりでに動き出  
す：  
Je me souviens－lorsque je parle ainsi  













く追払うような印象を与えるのである。」18）   
彼はこの翳った記憶1a m6moirepar卓clipsesが、他人の記憶とは極めて  
異ったものであることを自覚しており、「それが、私を感動させ関心させるも  
の、私の人生に重要なもの、それら総てのた鋸こ秀れて神妙な働きをすると  





い非人称の大なる記憶」設）である：   
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O vou皇dontla douceur卓tonne  
Venez－VOuS SanS perSOnne？  
119  
（0．M．29）   
非人称のこの≪忘れがちの記憶》とは、われわれの指図を受けることのない  
事物が立ち現われる源である：  








に気付くであろう。   
Lたがって、ここでも当然、HIDDLESTONの危倶した非人称の危険性が見ら  
れるはずである：  
Mais avec tant d’oublicomment faire une rose，  
Avec tantde d阜parts comment faire retour，  
Mille oiseaux qulS’enfuient n’en font un quise pose   






らLはしない。Les AmisInconnusは、その最後から二番目の詩篇で、生   
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の短かさを噛み締めつつ、その時世界の意味は何であろうと訝り：  
Que voulez－VOuS que je fasse du monde  
Puisque sit∂ti王m’en faudra part王r．  （A 1．129）  
そして最後の詩篇Le tapis vertでは、空虚で普遍的な主体にあけわたした  
自分の城に戻って来たとき、そこで持ちかまえているのはVisages sauvages  
たちである。それらは、世界を射止めようとして果さぬ話人を嘆い、主体の中  















ところで、Hugo FRIEDR－CHによると、「近代詩における詩人不在という現  
象、［中略］、抒情詩の非人格化はが［ドレールにはじまる。」ユ）この非人格化は、  






比較して、「RIMBAUDはBAUD肌AIRE ほどに博識でなく、化学者でもない。  
即ち、BAUDELA1月Eほどには，実在に近くなく、実在の価値をその深い透明さ   




という事実とを結びつけているように考えられる。   
SupERV【ELLEとRIMBAUDの幼児期における変の欠如を同日に論じることは  
出来まいが、SupERV【ELI－Eもやはり、実在を与えられていない什界に生まれて  
















C’占tait moiquinaissais jusqu’au fond sourd des bois  






leiourに象徴的に表われている。   
光1eiourを受けていない者、実在を与えられていない者とは、生まれて来   
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せぬ言葉の失敗を嘲笑う者〔Alter ego〕の顔、非人称の失敗を嘲笑う者（vi一  




L，Hommedeユa Pampa，nrf，Ga山jmard，1923．  
Gravit丑tjoT）S，nrf，Ga11imard，1925，  
Le Voleur d’Enfants，nrf，Gallimard，1926．  
Le Survivant，nrf，Gallimard，193G，  
Le ForGatInnocent，nrf，Gallimard，1930  
Boire畠．1a Source，Corr払，1933．  
Les AmisInconnus，nrf，Gallimard，1934，  
La Fable du Monde，nrf，Ga11imard，ユ938  
Po畠me dela France maユheureuse，L且Bacconni昌re，Coll．   
des cah王ers du Rh∂ne，1945  
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（F．Ⅰ．）   
（B．S．）   
（A．り   
（F．M．〕  
（P■F．M．）  
A h Nuit，aVeC pOSte－face d’A．BEGUIN，La Bacconnitre，   
Po色tes des cahiers du Rh6ne，1947．  
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〔E．）   
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